
年度報告会

ANCHOR KOBE
（神戸市中央区加納町４丁目２-1 神戸三宮阪急ビル 15 階）

リアル会場

デジタルヘルスで
加速する

ヘルスケアの社会実
装 !!

開催形式

ハイブリッド開催 （ZOOM ウェビナー）

※コロナウイルスの感染状況次第でオンラインのみの開催になる可能性がございます。
2022.

基調講演

https://forms.gle/QNeYiYbUoe3NjLuK8

締切り ： 3.13㈰

主催︓神戸リサーチコンプレックス協議会

申込み
京都大学医学部附属病院 
医療情報企画部　教授

黒田　知宏

医療 ・ 健康

ソフトウエアが拓く

* 未来の医療への途 *

- KAHSI Project を交えて-

神戸リサーチコンプレックス協議会

3.14 月 
15:00 ‐ 17:30

開催日時



神戸リサーチコンプレックス協議会では「個別健康の最大化」をテーマに、持続的にヘルスケア
分野のイノベーションを起こせる拠点の創出を目指しています。本イベントでは、令和 3 年度に
おける神戸リサーチコンプレックス協議会の活動内容や、そこから生まれた成果について報告す
るとともに、今後の活動計画や方向性についての発表を行います。
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基調講演 医療 ・ 健康ソフトウエアが拓く * 未来の医療への途 *

黒田　知宏 京都大学医学部附属病院 医療情報企画部 教授

15:50-15:55 休憩

健康関数事業の展開

渡辺　恭良 理化学研究所 生命機能科学研究センター チームリーダー

- KAHSI Project を交えて -

データＨＵＢ事業 ： 神戸大学の取組み 「データ駆動型社会の実現に向けて」

榑林　陽一 神戸大学大学院 医学研究科 特命教授

市民 PHR 基盤の現状と今後の展開

竹村　匡正 兵庫県立大学大学院 情報科学研究科 健康医療科学コース 教授

産学官連携による健康事業創出に向けての取組み

小島 ゆかり 株式会社COPELコンサルティング 代表取締役

リサコン発、 ヘルスコンシェルジュ育成の未来像

八村　大輔 一般社団法人次世代健康社会・ヘルスケア推進協会 代表理事

神戸リサーチコンプレックス協議会の活動成果と今後の方向性について

佐々木 裕未 神戸市医療産業都市部 科学技術担当部長

17:30 閉　会
※予告なくプログラム内容が変わることがございます。                          

神戸医療産業都市推進機構クラスター推進センター
リサーチコンプレックス担当コーディネーター　

総合
司会 千田 修治プログラム


